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伊那市教委

普

高
遠
城
跡
に
鞄
の
痕
跡

㌍
謂
庭
園
遺
構
調
査
し
確

し
く
伝
え
、
受
け
継
い
で
い
く
た

め
、
廃
城
以
前
の
姿
を
把
握
し
、

可
能
な
も
の
は
江
戸
時
代
末
期
の
∵

姿
を
目
指
し
て
復
元
整
備
を
進
め
h

国
史
跡
・
高
遠
城
跡
（
伊
那
市

高
遠
町
）
の
南
曲
輪
で
、
江
戸
時

代
後
期
に
あ
っ
た
せ
さ
れ
る
庭
園

の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
匂
っ
っ
あ

る
。
伊
那
市
教
育
委
員
会
は
1
8

4
6
（
弘
化
3
）
年
の
絵
図
を
基

に
2
0
2
5
年
に
調
査
を
行
い
、

ひ
ょ
う
た
ん
型
の
池
の
存
在
を
確

認
。
市
教
委
は
庭
園
遺
構
を
高
遠

城
の
理
解
を
深
め
る
上
で
重
要
な

成
果
と
捉
え
て
い
て
、
か
つ
て
の

姿
を
把
握
し
て
城
跡
の
整
備
に
つ

な
げ
た
い
考
え
だ
。

高
遠
城
は
三
峰
川
と
藤
沢
川
の

合
流
点
に
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘

上
に
位
置
す
る
平
山
城
。
戦
国
時

代
に
は
武
田
氏
に
よ
る
南
信
州
の

拠
点
と
し
て
、
産
声
時
代
に
は
大

名
の
居
城
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

明
治
時
代
に
廃
城
と
な
り
、
城
内

の
建
物
や
樹
木
な
ど
は
撤
去
。
そ

の
後
は
公
園
と
な
り
、
現
在
は
桜

の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

市
教
委
は
高
遠
城
の
価
値
を
正

1
u
⊥

て
い
く
方
針
。
庭
園
遺
構
の
調
査

も
取
り
組
み
の
一
環
と
な
る
。

庭
園
の
存
在
を
伝
え
る
「
御
城

内
引
水
略
絵
図
」
は
、
1
0
年
ほ
ど

前
に
市
へ
持
ち
込
ま
れ
た
。
月
蔵

山
か
ら
城
内
に
水
を
引
く
ル
ー
ト

を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
、
制
作
し

た
高
遠
藩
士
の
子
孫
が
所
有
し
て

い
た
と
い
う
。

働
き
、
滝
の
よ
う
な
形
で
池
に
注

い
で
い
た
と
さ
れ
る
。

庭
園
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
池

が
あ
り
、
中
島
を
備
え
、
茶
室
な

ど
も
あ
っ
た
。
水
は
月
蔵
山
か
ら

㌦
市
教
委
は
昨
年
の
1
0
～
1
2
月
に

調
査
を
実
施
。
複
数
箇
所
で
地
面

を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
池
の
跡
や
中

島
、
土
坑
な
ど
が
見
つ
か
り
、
南

曲
輪
に
池
を
持
つ
庭
園
が
存
在
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

池
は
水
深
和
琴
～
1
㍍
だ
っ
た

と
さ
れ
る
。
底
部
か
ら
「
グ
ラ
イ

化
土
」
と
呼
ば
れ
る
地
面
が
水
に

浸
か
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
土
が

見
つ
か
り
、
壷
期
間
、
豪
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

1
2
月
1
3
日
に
は
現
地
説
明
会
を

開
き
、
一
般
に
紹
介
。
地
元
の
7
0

代
男
性
は
T
」
う
い
う
も
の
が
実

際
に
出
て
き
て
、
驚
き
楽
し
い
。

調
査
が
具
体
化
し
て
、
復
元
に
向

け
て
動
き
が
進
む
と
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

市
教
委
は
構
造
や
位
置
関
係
、

付
属
施
設
な
ど
に
関
す
る
調
査
の

継
続
を
検
討

中
。
担
当
者

は
「
絵
図
に

あ
っ
た
南
曲

輪
の
池
の
痕

跡
が
見
つ
か

り
、
．
存
在
が

確
実
に
な
っ

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
高
遠
城
跡

た
。
城
の
理

解
に
非
常
に

寄
与
す
る
J

と
期
待
し
て

いる。
（
小
坂
和
史
）

高
遠
城
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
庭
園
を
描
い
た

「
御
城
内
引
水
暗
絵
図
」

の
南
曲
輪
部
分
拡
大
＝

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
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